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研究成果の概要（和文）：　本共同研究の最大の成果は、研究代表者・研究分担者全員に5名の執筆者を加え
て、論集『核開発時代の遺産』（若尾祐司・木戸衛一編、昭和堂、2017年10月刊行）を上梓したことにある。
　本論集への批評とそれに対する応答の場として、2017年10月28日、同志社大学今出川キャンパス良心館におい
て、出版記念シンポジウムを開催した。また、2017年11月25日には、香川大学で開催された日本平和学会秋季研
究集会において、「ポスト成長時代の社会構想―環境とコミュニティの破壊から再生へ」という統一テーマの
下、研究代表者および分担者３名が、パッケージ企画「核開発に対する抵抗活動―各国の事例に学ぶ」を担当し
た。

研究成果の概要（英文）：The research leader and all of members of this project cooperated in oder to
 complete the Book "Kaku Kaihatsu Jidai no Isan" (=The heritage of the nuclear development era), 
which was published in October 2017 by Showado Publisher.
We organized the publication memorial symposium of our book, which was hold on Octomber, 28th, 2017 
at Doshisha University.
We organized also the research session "resistance activities against nuclear development" at the 
conference of the Peace Studies Association of Japan (PSAJ) on November 25th, 2017 at Kagawa 
University, and the research conference "comparative study of political culture on radioactive: 
Finland and Germany" at the conference of the Society for German Modern History on March, 18th, 2018
 at the Consortium of Universities in Kyoto.
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１．研究開始当初の背景 
 冷戦期、対立する東西両陣営が同時に追求
した核政策のうち、原水爆開発・核軍拡競争
は当初から争点化したのに対し、いわゆる
「平和利用」はどの国でも国民的な合意の下
にあるとされ、大きな対立点とならなかった。
しかし、1986 年、旧ソ連のチェルノブィリ
原発事故を契機に、欧州では、日米など世界
の他地域と異なり、広範な反対運動を通じて
脱原発に向かう国と、それを横目に従来の原
発推進政策を再定義せざるをえなくなった
国とが現れた。 
このような欧州における原子力「平和利
用」政策と各国国民世論の変遷を理解するう
えで、日本における従来の冷戦期原子力「平
和利用」史研究は、もっぱら自国のそれ、あ
るいは日米間の関係に関心が集中し、欧州を
俎上にのせることが少なかった。また、そも
そも、核エネルギーの原料となるウランの採
掘に始まり、原子力発電施設の設計・建設を
経て、放射性廃棄物の処分に至る一連の過程
を、自前ですべて賄える国家はほとんどなく、
まして東西対立の厳しかった冷戦期は陣営
思考が強く作用していたことから、各国別の
分析には限界があり、“核の国際的連関”を
重視する必要が生じた。 
本研究は、こうした研究史上の欠落を補う
と同時に、核技術開発・抗争の社会文化史研
究を統合しつつ、「表象の歴史学」という新
しい手法により、冷戦期に絞って、「核時代」
という同時代史の総合的な叙述モデルを提
示しようとした。ここに提起する「表象の歴
史学」とは、「記憶の歴史学」からの発展形
態であり、より具体的には、「核時代」、そし
て核「平和利用」言説の変化を軸に、核技術
に関する同時代の集合的表象を問うもので
ある。 
さらに本研究は、軍事面における人類絶滅
の恐怖、民生面における繁栄への期待という
対極的争点を初発から内包する核技術の表
象に、総合的な史的検証を加えるという、日
本のみならず国際的に未開拓の学術的課題
に取り組むことを目指した。 
 
２．研究の目的 
 冷戦期欧州諸国を主な対象とした本研究
の目的は、以下の 4つの課題群から成る。 
 第一の中心的課題群としては、①冷戦期に
おける国際的連関のなかでの「核の平和利
用」の言説と政策、②核技術の軍事利用と発
電利用との関係性に対する政府レベル・民衆
レベルでの認識とその変化、③核エネルギー
政策の展開と地域住民運動との関係を検討
した。それを通じて、冷戦時代核エネルギー
をめぐり、一方で人類絶滅の恐怖、他方で繁
栄への期待と、集合的表象が最も先鋭な形で
表現され争点化された時期を各国別に確定
することを目指した。 
 第二の課題群として、米国の核実験・放射
線防護問題、国際的な放射性廃棄物処理の問

題、旧ソ連における原子力開発とチェルノブ
ィリ事故、高速増殖炉や核融合炉開発計画な
ど、冷戦期ヨーロッパ諸国の核エネルギー政
策や世論に大きな影響を与えたトピックス
を取り上げ、それらが核技術の表象にどのよ
うな影響を与えたかを解明しようとした。 
第三に、そうした各国ごとの知見を総合化
し、相互の連関や影響関係の分析を図った。
同時に、そこで得られた時期区分の世界史的
な意義を、欧米以外の地域、特に日本研究と
の連携を通して検討し、「核時代」という同
時代史の普遍史的命題化を図った。 
第四に、本研究では、過去について何が記
憶されるかは、現在から見て過去がどのよう
に表象されるかに関わっているとの見地か
ら、各時期・各国における原子力の集合的表
象を検討し、核技術と一般市民とをつなぐ
「表象の歴史学」の方法を提示することによ
り、現代の規定要因をなす多様な高度科学技
術と一般市民との相互関係・相互行為を問う、
現代史研究の新しい方法的視野を開くこと
を目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究では、恐怖と繁栄の対極的争点を孕
んだ核技術にまつわる歴史的経緯の整理と
論点の掘り下げを期して、主として、①研究
代表者・分担者がそれぞれの研究対象国（な
いし機関）を訪問し、現地の文書館その他で
史料・関連情報を渉猟し、②各年度定期的に
研究会を開催して、問題意識のすり合わせや
研究面の情報交換を行った。研究会では、国
内外の講師を招へいし、各人の研究活動が自
閉的なものに陥らないよう心掛けた。 
 特に、本共同研究の 3年目に、論文集を出
版することが具体的日程に上って以降は、全
体的および個別的に、内在的な論文検討会を
開催した。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は何よりも、研究代表者・研
究分担者全員が執筆した論文集『核開発時代
の遺産』（若尾祐司・木戸衛一編、昭和堂、
2017 年）に代表される。 
 同書は、核時代の全体史を克明に検証する
予備作業として、個別の核サイトを取り上げ、
よりミクロのレベルで事例研究を通して核
時代史の検証を積み上げたものである。核の
軍事利用と「平和利用」それぞれの核サイク
ルの全過程に関わる国際・国家・地域の政治
を初めとして、各国ごとの政治分析とその比
較という従来の原子力政策の研究方法で多
分に零れ落ちていたテーマを丹念に拾い上
げて、学問的な視点・地検の豊富化に貢献し
た。 
 また、同書の刊行を機に、加藤哲郎・一橋
大学名誉教授と金聖哲・ソウル大学統一平和
研究院教授を評者に招いて、公開の出版記念
シンポジウム（2017 年 10 月 25 日、同志社大
学今出川キャンパス）を開催したほか、学



会・研究会においても成果を披露し、広く社
会に還元した。 
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